
岩手県立図書館創立 100周年記念事業について 

当館は、大正 11（1922）年４月 20日に開館し、間もなく創立 100周年を迎えます。 

この度、下記のとおり記念式典等を開催し、県民に当館の存在と役割を再認識していただく

とともに、今日的課題の解決に有益な「地域の情報拠点」であることを発信し、一層の利活用を

促進することとしました。 

記 

１ 記念事業 

日時：令和４年４月 23日（土）午前 10時～午後３時 

会場：いわて県民情報交流センター（アイーナ）７階小田島組☆ほ～る 

(1) 式典  午前 10時～10時 35分  ※ 先着順での入場 

ア 式辞（教育長） 

イ 祝辞（知事及び県議会議長） 

ウ 作文コンクール表彰（審査員長：盛岡市在住作家 斎藤  純 氏） 

  作品朗読（中学生の部最優秀賞受賞者：岩波 千果 さん） 

エ 館長挨拶 

(2) 講演Ⅰ（鼎談）午前 10時 45分～午後０時 15分  ※ 先着順での入場 

「岩手県立図書館のこれまでを振り返り、これからを考える」 

ア 有識者：千  錫烈 氏（関東学院大学社会学部教授、元当館協議会委員） 

イ 関係者：八重樫 勝 氏（元岩手県教育委員会委員長） 

ウ 館 長：藤岡 宏章 

(3) 講演Ⅱ（トークショー）午後１時 30分～午後３時  ※ 事前申込みでの入場（申込方 

法については、３月に県内図書館等のチラシや当館ホームページでお知らせします。） 

事前に入場者から寄せられた質問等を話題として楽しいトークを展開 

ア 柚月 裕子 氏（作家、釜石市出身） 

イ 阿部 沙織 氏（エフエム岩手アナウンサー） 

 

２ 作文コンクール最優秀賞 

・小学生の部（13校  27点）：「読書や本が好きな理由について」 

一戸町立奥中山小学校５年 猪又 日葵 さん 

・中学生の部（10校 161点）：「読書や本から考えさせられたことについて」 

盛岡市立黒石野中学校３年 岩波 千果 さん 

・一 般 の 部（５市町12点）：「創立100周年を迎える岩手県立図書館に期待することについて」 

盛岡市          山崎 孝博 さん 

 

３ 入場定員(※) 

最大 500 名を予定していますが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて判断する

こととなります。また、場合によっては中止又は一部中止とすることもあります。 
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